
群れで渡っていくヒヨドリ	
  



⿃鳥の渡りを記録しよう 　⿃鳥の種類と移動していた⽅方向を地図に書いてみよう	
  

モズ	
   カケス	
  ヒヨドリ	
   コガモ	
  ツバメ	
  サシバ	
  
9⽉月ごろに⾼高原など
から平地に渡ってき
ます。冬の縄張りを
宣⾔言するため、さか
んに⾼高鳴きをします。	
  

北のほうに分布する
個体は、秋になると
南に渡ります。関東
地⽅方のものは1年中
移動しない個体もい
るようです。	
  

ジェー、ジェーと鳴
きながら、ふわふわ
した⽻羽ばたきで渡り
をします。ドングリ
を好むため、林の近
くでよく⾒見見られます。	
  

⾥里里⼭山で繁殖するタカ
の仲間で、9⽉月から
10⽉月には琉球列島や
フィリピンまで、上
昇気流を利⽤用して⻑⾧長
距離を渡ります。	
  

⾝身近な⿃鳥のツバメも、
東南アジアまで⻑⾧長距
離を渡る⿃鳥です。10
⽉月下旬にはほとんど
⾒見見られなくなります。	
  

シベリアなどから
渡ってきて⽇日本で冬
を過ごすカモの仲間
です。渡来直後は雄
と雌が似た⽻羽の⾊色を
しています。	
  

今⽇日の観察ルート（往複）	
  

⿃鳥の渡りを調べる	
  
⿃鳥はどこからどこへ渡るのか？	
  いつどうやって渡るのか？	
  	
  
そんなことを調べるために、いろいろな調査が⾏行行われています。	
  

カウント調査	
  
実際に渡りを観察し、⾶飛んでいく個体
数、⽅方向、時間などを記録します。	
  

標識調査(バンディング)	
  
捕獲して⾜足環をつけ、再び回収するこ
とで、移動の経路や時期を調べます。	
  


